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平成１０年に「佐倉市環境基本計画」を策定してから２０年が経過しました。 

本計画では、これまでの取組を継続・推進することを基本としながら、社会情勢の変化や

市内の環境現状などを踏まえ、新たな課題への対応を追加した計画として策定します。 

（計画策定にあたり、とりまとめた現況等は資料編に掲載しています。） 

 

本計画の目標とする環境像については、前計画の基本方針を継承し、以下を掲げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私たちのまち佐倉は、印旛沼や谷津、樹林地など、豊かな恵みをもたらす自然を享受しな

がら、都市と農村が共存する緑豊かな田園都市として発展してきました。 

その佐倉の豊かな自然のシンボルとも言うべき印旛沼は、動植物の生息の場として、流域

の水がめとして、そして市民の憩いの場として、私たちにはかり知れない恵みを与えてきま

した。印旛沼と沼をとりまく自然と、人を含む生きものたちのつながりが健全に保たれてい

る時、私たちは自然から多大な恵みを受けることが可能となります。 

しかし現在、印旛沼をめぐる自然環境は、私たちの生活や産業活動から出る排水による汚

濁、流域の森林の減少、外来生物の繁殖、地球温暖化やそれに伴う気候変動など、様々な問

題により窮地に立たされています。さらに、稲作が行われていた谷津は、農業の担い手不足

によって荒廃し、埋め立てなどによって谷津自体の消失にいたることもあります。 

印旛沼は、流域の住民や事業者などの暮らしぶり・営み・環境への配慮の姿を映す鏡です。

私たちは、印旛沼の姿を見つめ直すことで、私たちの日常生活や事業活動の一つひとつが、

印旛沼や沼をとりまく環境―自然環境や地球環境、水や資源の循環―に密接につながってい

ることに思いを巡らせ、沼をはじめとする佐倉の恵まれた自然と、潤いと安らぎのある生活

を享受することができる環境を、時代を越えて、将来へ継承していきます。 

 

 

 

１ 目標とする環境像 

印旛沼をめぐる 
私たちの暮らしを理解し、 
水と緑とのつきあい方を 

みんなで考えるまち 
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目標とする環境像を達成するために、5つの分野における基本目標とそれが実現した12年

後の佐倉市のイメージを描きました。 

これらの基本目標と将来イメージのもとで、市民、事業者、市の協働により、目標とする

環境像の実現に向けた取組を進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

県や流域市町をはじめとして、市民、事業者、農林漁業関係者、観光等沼利用者、研究

機関など多様な主体が連携しながら、印旛沼の浄化と水辺の再生に取り組んだ結果、沼に

流れ込む汚濁の量がさらに低減し、地域固有の多様な動植物が生息する心地よい水辺とし

て、市民や観光客に親しまれる存在となっています。 

また、谷津をはじめとする雨水の貯留やかん養能力を持つ豊かな緑が、市民や事業者と

の協働で保全、再生され、多様な動植物の生態系が維持されていると同時に河川流量の維

持や地下水・湧水の保全が図られています。 

さらに、これらの身近な自然は、貴重な地域資源として、人々が自然と触れ合う場とし

て活用され、自然体験学習やふるさと文化体験などの講座・イベントが数多く開催されて

います。 

公園の植栽や街路樹など公共の場の緑化に加え、印旛沼や谷津、樹林地などとともに、

身近に自然が感じられるまちになっています。 

 

 

関連する SDGｓ 他分野との関連 

 ・地域の価値や魅力の向上 

・自然とのふれあいによる健康の維持・増進 

・エコツーリズム、グリーンツーリズム 

・環境保全型農業による農産物の付加価値向上 

・農産物の地産地消 

・グリーンインフラ※１による地域の防災・減災力

の強化 

※１ 自然環境が有する多様な機能を積極的に活用して、地域の魅力・居住環境の向上や防災・減災等の多

様な効果を得ようとするもの。 

２ 基本目標 

基本目標１ 
豊かな自然を守り育てるまち 

［～自然共生社会の実現～］ 

１２年後の将来イメージ 
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食品ロスの削減やプラスチックごみによる海洋汚染の防止に向けた意識が高まり、市民

や事業者は、ごみになりにくいもの、リユースが容易な商品を販売・購入したり、本当に

必要な量だけを購入する、不要なものをもらわないなど、市民１人が１日当たりに排出す

るごみの量が少ないまちになっています。 

また、リユースの取組が浸透し、ごみとして捨てるものでも資源として活用できるよう

分別して排出することが当たり前に行われ、リサイクルが進んだことにより、焼却処理さ

れたり、最終処分されるごみの量が減っています。 

 

 

関連する SDGｓ 他分野との関連 

 ・健康を含む様々な生活の質（ＱＯＬ※１）の向上 

・環境の保全に寄与する新たなビジネス 

・安心・安全に暮らせる居住環境 

・資源回収等による市民活動の活性化 

・余剰食材のフードバンクでの活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１ クオリティ・オブ・ライフ（Ｑuality of Ｌife）の略。物理的な豊かさやサービスの量、個々の身辺

自立だけでなく、精神面を含めた生活全体の豊かさと自己実現を含めた概念。 

限りある資源を有効に利用するまち 

 ［～循環型社会の実現～］ 

１２年後の将来イメージ 

基本目標２ 

ごみ処理施設の見学 ゴミゼロ運動 
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大気や騒音、放射線などに対する調査・監視・指導の継続や、家庭や事業所などにおけ

る自主的な環境配慮の取組が広がることにより、環境基準が達成され、公害への苦情が減

っています。また、事業所・工場などの排水対策、家庭の生活排水対策が進み、河川の水

質が改善され、印旛沼に流入する汚濁負荷量が減少しています。 

市民と関係機関の協力・連携による地域パトロールにより、不法投棄や不正な埋め立て

行為が防止されるなど、安全・安心に暮らせるまちになっています。 

 

 

関連する SDGｓ 他分野との関連 

 ・地域の価値や魅力の向上 

・健康を含む様々な生活の質（ＱＯＬ）の向上 

・環境保全型農業による農産物の付加価値向上 

・環境の保全に寄与する新たなビジネス 

・安心・安全に暮らせる居住環境 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

基本目標３ 
安心して快適に暮らせるまち 

［～安全・安心社会の実現～］ 

１２年後の将来イメージ 

大気中のダイオキシン類調査 河川の水質調査 
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省資源・省エネルギー型の賢いライフスタイル、ビジネススタイル※１を選択することは、

市民や事業者にとって日常的な習慣になっています。 

再生可能エネルギー設備などにより家庭や地域でのエネルギー創出がさらに進み、また、

エネルギー創出に加え断熱性などの省エネルギー性能を追求したエネルギー収支がプラス

マイナス「ゼロ」の住宅（ZEH）や工場、ビル（ZEB）の建設が進んでいます。 

鉄道駅周辺を中心に、生活利便施設などの集積した拠点が形成され、これらの拠点と居

住地を結ぶ交通ネットワークの強化などにより、歩いて暮らせる脱炭素型のまちづくりが

進んでいます。 

さらに、集中豪雨に対する防災対策や異常高温に伴う熱中症予防のための意識が高まる

など、気候変動の影響による被害を最小限とする行動が定着しています。 

 

 

関連する SDGｓ 他分野との関連 

 ・住居の快適性の向上 

・歩行量・自転車利用の増加による健康の維持・増

進 

・環境の保全に寄与する新たなビジネス 

・省エネ等による事業活動のコスト改善 

・ＩＣＴ（情報通信技術）の活用による、テレワー

クなどの働き方 

・エネルギーの自立による地域の防災・減災力の強

化 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１ 省エネルギーのために我慢や節約をするのではなく、エネルギーを効率的に使い、賢くスマートな生

活や事業活動を実践していくスタイルのこと。 

  

基本目標４ 
地球環境に配慮したくらしを実践するまち 

 ［～脱炭素社会の実現～］ 

１２年後の将来イメージ 
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環境をより豊かにして未来の子どもたちへ引き継ぐために、家庭や学校、職場など様々

な場面で、環境問題について学ぶ仕組みが整っています。 

また、日々の生活や事業活動によって自らが周囲の環境に及ぼす影響を理解し、環境に

やさしい暮らしや環境に配慮した事業活動を実践する市民や事業者が増えています。 

子どもから大人まで誰もが気軽に楽しみながら参加できる環境学習会やイベントが数多

く開催されるなど、環境学習の機会も増え、市民、事業者、市の協働による環境保全活動

が積極的に行われています。 

 

 

関連する SDGｓ 他分野との関連 

 ・地域の価値や魅力の向上 

・協働の推進、地域コミュニティの活性化 

・健康を含む様々な生活の質（ＱＯＬ）の向上 

・活動を通じた健康の維持・増進 

・社会教育、生涯学習の活性化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

基本目標５ 
協働による環境活動の楽しさを未来に伝えるまち 

 ［～環境保全活動の拡大～］ 

１２年後の将来イメージ 

印旛沼クリーンウォーク 
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SDGs の考え方にも示されているとおり、今日のような環境・経済・社会的課題

が複雑に絡み合っている状況においては、各分野の目標の達成に向かって取り組

みを進めるほか、複数の異なる課題をも統合的に解決するような、分野横断的な視

点を持って取り組んでいくことも重要です。 

本市における環境分野の取組が、異なる分野の課題の解決にも資することを目

指すとき、参考となるのは、国の第5次環境基本計画に掲げられている「重点戦略」

です。 

国の第5次環境基本計画では、特定の施策が複数の異なる課題をも統合的に解決

するような、横断的な「重点戦略」が６つ設定されています。そのうち本市の環境

部門でも目指すべき共通の戦略として、主に次の３つがあります。 

本計画の施策の推進においては、持続可能な地域社会の構築という大きな目標

に向かって、このような視点も念頭に、環境分野のみならず本市の抱える様々な課

題への貢献を目指していくものとします。 

 

「国土のストックとしての価値の向上」 

 ○環境に配慮するとともに、経済・社会的な課題にも対応するような国土づくりを行

う。 

 ○都市のコンパクト化やストックの適切な維持管理・有効活用による持続可能で魅

力あるまちづくりを推進する。 

 ○自然環境が有する多様な機能を有効に活用した防災・減災力の強化等、環境インフ

ラやグリーンインフラ等を活用し、強靭性（レジリエンス※1）を向上させる。 

 

「地域資源を活用した持続可能な地域づくり」 

○地域資源の質を向上させ、地域における自然資本、人口資本、人的資本を持続可能

な形で最大限活用する。 

○資源循環や再生可能資源の活用により、地域循環共生圏の主要な部分の形成に貢

献する。 

 

「健康で心豊かな暮らしの実現」 

○ライフスタイルのイノベーション※2を創出し、環境にやさしく、健康で質の高いラ

イフスタイル・ワークスタイルへの転換を図る。 

○森・里・川・海などの自然の価値を再認識し、人と自然、人と人とのつながりを再

構築する。 

○人々の健康と心豊かな暮らしを脅かす環境リスクを評価し、予防的取組を推進す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１ ここでは、災害に対する回復性や復元性といった意味。 

※２ 新しい方法、仕組み、習慣などを導入すること。新製品の開発、新生産方式の導入、新市場の開拓、

新原料・新資源の開発、新組織の形成などによって、経済発展や景気循環がもたらされるとする概念。 

SDGs の考え方を取り入れた分野横断的な施策展開について 


